
令和 7 年度第３回学校経営協議会議事録                      

令和 7 年７月９日１７：３０～１８：４５ 

                                  記録 高山 

1 会長挨拶 

暑さに気を付けていきましょう。運動だけでなく室内でも気を付ける必要があると思いますので、

気を付けていきましょう。 

 

2 学校の現状報告 

○校長より 

・スポーツテストをペア学年で行った。とてもよい取り組みとなった。 

 ・6 年生の移動教室は、天候に恵まれ、良い経験となった。 

 ・学校公開(こだいら特活の日)があり、全学級が学級会を行った。午後の「児童会・生徒会 

サミット」では、4 中校区ならではの内容に決まった。 

 ・水泳指導を行っているが、暑くて入れない事象が起こっている。 

 ・終業式に向けて、夏休みの生活について各クラスで指導を行う。 

○副校長より 

 ・ペーパーレスで職員会議や連絡を伝達している。 

 ・SSS の力を活用している。 

 ・教科担任制を実施。授業時数の調整が課題である。 

 

○地域連携教育〔教務主任〕 

 ・救命入門コース(6 年)を行った。 

・八ヶ岳移動教室（５年生）では、経験プログラムをたくさん取り入れて行うこと 

ができた。5 年生で経験をしておくことで、6 年生の移動教室につながり、レベル 

アップすることができる。 

   

○生活〔生活指導主任〕 

・あいさつレンジャーの取り組みが効果的である。 

・児童側から意欲的に挨拶をする姿がある。 

・ふれあいアンケートを実施。 

いじめ案件を一件感知し、組織的に対応した。 

    ・スポーツタイムの実施。暑さによる中止が続いている。WBGT に基づいて判断をしているが、

数値だけでは決められないところまであるので、状況に合わせて判断している。 

   ・歯の健康について保健指導を行った。 

 

○研究〔研究主任〕 

・各クラスで指導を行っているが、個別指導を補習などで行い、支援している。 

・読書マラソンは 1 学期はやや滞っているので、今後取り組みの活性化を行う。 



・指導教諭の先生をゲストティーチャーに迎え、教職員も児童も学んだ。 

   〇質疑 

□算数少人数は、今実施をしているのか。 

□八ヶ岳移動教室のプログラムは、どのように組むのか。 

□こだいら特活の日は、小中を合同で行うのはなぜか。 

3 令和７年度前期学校評価アンケート〔副校長〕 

 

4 熟議／講演会(9 月１３日)について 

◎4 小スタンダードの見直しを行ってはどうか。 

・認識 や 保護者にどこまで働きかけるのかを含めて話し合ってみてはどうか。 

 

   ◎四小は、地域の関わりが深い地域にある学校である。 

   ・学校に関わる団体の活動内容を紹介したり、話し合ったりする場を設けてはどうか。 

         ・地域連携をもっとできればよいのではないかと思っているので、良い案である。 

   ・さまざまな組織と先生方との結び付きを深めることにつながるので、やってみる価値はある。

(アンケートを共有する) 

   ・時間の制限はあるが、やった方が見える化する。 

   ・先生方も参加して共有できると、今後につながり意味がある。 

   ・先生方が参加できると、児童の様子を共有することにつながる。 

   ・毎年同じ流れで授業を行っているので、先生や児童が主体となるように進めてもらい児童に合

わせた授業になるように、お手伝いをしていきたい。玉川上水は、環境も変化し、暑さが影響

して授業を行えていない。スケジュールの見直しを行えたら・・・。 

   ・それを見直すためにも、お互いを知ることが大事なのだと感じる。 

   ・団体ごとに５分ずつ、活動や役割を発表するのではどうか。 

   ・協議会に、関係団体は概ねそろっている。 

   ・協議会のメンバー同士がお互いのことを知っている方がよい。 

   ・先生から要望があれは、団体で受けてもよい。そのためにも、お互いを知ることが必要。協議

会のメンバーも理解を深めることにつながる。結論が出る話し合いではない。 

   ・１２団体が順番に行う。  

 

５ その他   

・教員公募(コミュニティスクール)について 

・70 周年に向けてのことについて 

・栗原副校長先生よりメッセージ 

 


